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１ アンケートの概要 

(1) 目的 

広島市水道局では、水道モニターの方を対象に、水道事業に対する認識度を調査するとと

もに、ご意見・ご要望をお聞きするために、年３回のアンケートを実施しています。 

この度、第２回目のアンケートを実施しましたので、集計結果を公表いたします。 

 

(2) 内容 

本市水道事業に対する意識調査及び各種取組に対する評価等 

 

(3) 対象 

広島市、安芸郡府中町・坂町に在住し、本市水道事業から給水を受けている満１８歳以上

（令和５年４月１日現在）の水道モニター９９名 

※平均年齢４６歳(令和５年４月１日現在)、男性３６名、女性６３名 

 

(4) 実施方法 

電子調査（インターネット利用）及び郵送調査 

 

(5) 実施期間 

令和５年 7月２８日（金）～令和５年９月１日（金） 

 

(6) 回収結果 

有効回収７２名（回収率７２．７％） 

（平均年齢４８歳（令和５年４月１日現在）、男性２５名、女性４７名） 
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２ アンケート結果 

Ｑ１ お名前 

Ｑ２ メールアドレス、住所、電話番号の変更 

Ｑ３ 給水装置（配水管分岐部分からじゃ口まで）についておたずねします。 

水道を止める止水栓はメーターボックスの中にあります。その場所はご存じ

ですか。【回答者数 71名】 

 

 

Ｑ４ 道路内にある配水管の分岐部分からご家庭のじゃ口までの給水装置は、お

客さまの財産です。ご存じですか。【回答者数 72名】 

 

 

Ｑ５ 水道工事は、水道局の指定を受けた指定工事業者でなければできません。

ご存じですか。【回答者数 72名】 

 

知っている

75%

知らない

25%

Q3

知っている

40%

知らなかった

60%

Q4

知っている

62%

知らなかった

38%

Q5
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Ｑ６ マンションやビルなどの貯水槽水道（受水槽や高置水槽のある給水設備）

で、受水槽の有効容量が 10ｍ3を超える簡易専用水道については、水道法に

よって、所有者または管理者に毎年 1回以上の清掃及び検査が義務付けられ

ています。ご存じですか。【回答者数 72名】 

 

 

Ｑ７ 受水槽の有効容量が 10ｍ3以下の小規模貯水槽水道について、法規制はあ

りませんが、簡易専用水道に準じた維持管理が求められています。ご存じで

すか。【回答者数 71名】 

 

 

Ｑ８ 本市では、計量法に基づき、水道メーターを定期的（８年以内）に新しいも

のに取り替えています。ご存じですか。【回答者数 72名】 

 

 

知っている

31%

知らなかった

69%

Q6

知っている

17%
知らなかった

83%

Q7

知っている

33%知らなかった

67%

Q8
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Ｑ９ 災害対策についておたずねします。 

本市では、災害に備えて、避難場所に飲料水兼用型耐震性防火水槽を整備 

しています。ご存じですか。【回答者数 72名】 

 

 

Ｑ１０ Ｑ９で「知っている」と答えた方におたずねします。最寄りの設置場所をご

存じですか。【回答者数 26名】 

 

 

Ｑ１１ 本市では、地震に強い水道管の整備を進めています。ご存じですか。 

【回答者数 72名】 

 

 

 

 

知っている

36%

知らなかった

64%

Q9

知っている

42%知らない

58%

Q10

知っている

31%
知らなかった

69%

Q11
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Ｑ１２ このような災害に対する取組についてどう思われますか。【回答者数 72名】 

 

 

 

Ｑ１４ 地震などの災害に備え、水の確保のために普段からご自宅などで取り組

まれていることがありますか。（複数選択可）【回答者数 72名・回答数 102】 

 

 

 

 

Ｑ１６ 災害発生時、大人 1人の生命維持のために必要な飲み水は、1日 3リット

ルとされています。ご存じですか。【回答者数 71名】 

水道料金が多少

上がっても、積極

的に進めるべき

50%
水道料金が上

がらない範囲

で進めるべき

47%

災害対策の

必要はない

0%

その他

3%
Q12

75%

13%

31%

8%

14%

1%

ボトル水（ミネラルウォーターなど、ペットボトル等

容器に詰めて市販されているもの）を保管する

水道水を容器などで保管する

風呂の残り湯を溜める

給水拠点（避難場所）を確認する

特にしていない

その他

0% 20% 40% 60% 80%

54票

9票

22票

6票

10票

1票

Q14

Ｑ１３ 「その他」の災害に対する取組について思われること 

・広く周知してから進めたほうがよいと思います。 

・災害対策は必要だと思いますが、水道利用者から徴収したお金で取り組むのではな

く、国が国民の生活を守る為に、国の財政から支出すべきだと思います。 

Ｑ１５ 「その他」の災害に備え、水の確保のためにされていること 

・給水用のタンクを購入した。 
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Ｑ１７ 災害対策用の非常備蓄品（食料品など）は、1 人あたり３日間分を用意し

ておくことが国から推奨されています。その中の飲料水について、ご自宅で取

り組まれている状況を選択してください。【回答者数 71名】 

（1人あたり１日３リットル×３日間＝９リットルの飲料水を用意することが推奨されて

います。） 

 

 

 

Ｑ１９ 「広島市水道事業中期経営計画」についておたずねします。 

本市水道事業の具体的な事業運営の内容を取りまとめた「広島市水道事業

中期経営計画」をご存じですか。【回答者数 72名】 

 

知っている

73%
知らなかった

27%

Q16

家族全員の飲

料水を3日間分

用意している

17%

3日間分には足

らないが、ある程

度の飲料水は用

意している

63%

特に用意し

ていない

20%

その他

0%
Q17

知っている

14%知らなかった

86%

Q19

Ｑ１８ 「その他」の災害用飲料水について取り組まれていること 

・なし（Ｑ１７で「その他」を回答した方が 0人） 
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Ｑ２０ Ｑ１９で「知っている」と答えた方におたずねします。どこでお知りに

なりましたか。（複数回答可）【回答者数 10名・回答数 11】 

 

 

 

 

 

Ｑ２２ 本市では、節水機器の普及などに伴い、水需要は減少傾向にあります。

ご存じですか。【回答者数71名】 

 

 

Ｑ２３ 本市では、浄水場や配水池、配水管などたくさんの水道施設を保有して

いますが、今後、その多くが老朽化に伴って更新時期を迎えます。ご存じ

ですか。 【回答者数 72名】 

 

90%

20%

0%

水道局ホームページ

パンフレット（「広島の水道」など）

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9票

2票

0票

Q20

知っている

15%
知らなかった

85%

Q22

知っている

46%知らなかった

54%

Q23

Ｑ２１ 「その他」の「広島市水道事業中期経営計画」を知った場所 

・なし（Ｑ２０で「その他」を回答した方が 0名） 
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Ｑ２４ 「広島市水道事業中期経営計画」に掲げた施策（P6～P11）をご覧になっ

て、特に関心があった項目を選択してください。（複数選択可） 

【回答者数 72名・回答数 203】 

 

 

 

Ｑ２５ 安全でおいしい水の供給についておたずねします。 

本市では、年度ごとに水質検査計画を策定してホームページ等で公表し、

内容についてお客さまからご意見をいただいたうえで、次年度の検査計画の

見直しを行っています。ご存じですか。【回答者数 72名】 

 

 

Ｑ２６ 「令和５年度水質検査計画」をご覧になって、特に関心があった項目を

選択してください。（複数回答可）【回答者数 72名・回答数 214】 

 

71%

53%

54%

24%

11%

21%

15%

13%

11%

10%

安全でおいしい水の供給

水道施設の更新・改良

災害対策の充実

経営の効率化

財務体質の強化

人材育成と技術の継承

多様な連携体制の構築

広報・広聴活動の推進

お客さまサービスの充実

社会貢献活動の推進

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

51票

38票

39票

17票

8票

15票

11票

9票

8票

7票

Q24

知っている

21%知らなかった

79%

Q25
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Ｑ２７ 本市水道事業に関するご意見、ご要望、ご質問等がありましたら、ご自由

に記入してください。（ご質問については、回答とともに後程記載します。） 

【水道水・水質について】 

・居住区の近くには太田川や玖村地区の浄水場が有ります。こちらで日々安全な水の管理が行わ

れて居る事に認識を持ちました。携わって居られる方は、表に出ない裏方だと感謝します。こ

の時期、特に今夏は非常に暑く水の消費が増えています。当たり前のように蛇口をひねれば水

が使えると庭への水やりなどこれを期にみなすべき家族で話し合いをしてみます。 

・先日も、県外の人に「広島の水道水は、名水１００選にも選ばれている太田川の水」と説明し

たところ。これからも、おいしい水を守ってください。 

・最近水源が外国人に買われているという怖いニュースをきくので、法改正を含めて対策をして

ほしい。安全で美味しいお水が飲める状態がいつまで続く日本であって欲しい。水道水を飲ま

ないという人が増えている。ウォーターサーバーを使ったり、ミネラルウォーターを購入した

りと。水道水は飲めないと思っている人もいる。少し悲しい気持ちになります。確かに塩素の

匂いがする時もあるが、安全に飲めるものだと知って欲しいと思う。 

・普段、水道水の水質については信じて疑うことはない。この信頼に応えられるよう、水質の維

持をお願いしたい。 

・いつも安全で美味しい水を飲めることが当たり前になっている現在の状況は、とても幸せなこ

となのだと改めて実感しました。たくさんの検査があった上での水道水であることを、もっと

たくさんの人が知る機会があると良いと思います。 

・水質基準項目の多さにおどろきました。蛇口をひねると、おいしい水がいつでも飲めることに

改めて感謝しました。今後は、水道管の老朽化対策や災害対策の充実等を期待しています。 

【災害・老朽化対策について】 

・水道管の老朽化の問題は、、水道に限らずインフラ一般として問題だと思う。今後どうしていく

のかが心配。 

39%

10%

49%

35%

39%

38%

13%

31%

7%

25%

14%

水質検査の基本方針

水道事業等の概要

水源と水道水の状況

水質監視体制

水質検査体制

定期の水質検査

臨時の水質検査

災害時等の水質検査

水質検査の委託

水質検査計画と検査結果の公表

水質検査結果の評価と水質検査計画の見直し

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

28票

7票

35票

25票

28票

27票

9票

22票

5票

18票

10票

Q26
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・老朽設備の更新については是非とも計画的に実施していただきたい。コストも早期に着工し分

割して行うことで毎月の価格も下げられる（平準化できる）と思うので悪くなる前に前倒しで

実施して欲しい。 

・水が毎日蛇口から出てくるのが当たり前で、故障や災害時の予備はまた今度に、としてしまい

がちです。何かあった時に直ぐ対応できるように、今回の資料は知識だけでなく気持ちの面で

も為になりました。前回の VTR を観ていたので、内容もとても分かりやすく関心を持って読め

ました。 

・水道施設の更新と改良は必要な経費ですが、近年の材料費高騰は、かなりの影響があるものと

思われます。取り急ぎやるべき箇所を優先的に更新と改良を進める内に、材料費高騰も落ち着

いてくると良いのですが。利用者負担が増えるのも、一時的なものなら理解してくださる方も

多いかと思いますが、永久的にとなると難しい問題だなと思いました。 

・災害時に水の確保はどうしたらというのはいつも考えていたので、災害についての取り組みを

知ることができて勉強になりました。避難所に飲料水兼用型耐震性防火水槽があるのは知りま

せんでしたし、耐震化をどんどん進めているのも知りませんでした。いつ災害が起きてもいい

ように、災害に関する事業はどんどん進めていただきたいと思っておりますが、水道料金を含

め公共料金が年々上昇していて、いかに料金を抑えるか考える毎日ですので、それによって水

道料金が上がってしまうと苦しくなるなというのが正直な意見です。水質検査や水道施設など

の管理改良など、私たちが詳しく知らないところで安心安全に過ごせるようにしていただいて、

とてもありがたいなと思いました。 

・豪雨災害の被災地域に住んでいます。当時は雨が上がると猛暑になり、避難所も時間と共に衛

生面で大変でした。昼間は自宅の片付けで朝と泥で大変でしたが、風呂がなく段々と匂いも気

になり始めました。数日後にやってきたのが自衛隊のお風呂。水もお風呂も自衛隊が用意した

物でした。災害時、生きていく最低限の水は確保されても、衛生面で他と協力が無ければ、次

の問題に繋がります。自衛隊と水道局の関係についても知りたいです。 

・老朽化が原因で水道管が破裂したというような映像を時々見る機会がありますが、自分が住ん

でいる地域が本当に安全かどうか知る方法がないため、少し不安な面はあります。水道管につ

いては、細かくはりめぐらされていることは想像できますし、セキュリティ面を考慮しても難

しいとは思いますが、災害のハザードマップのようなイメージで水道設備の老朽度合いが地域

ごとにわかるようなものがあれば、見てみたい気はします。 

・南海地震が近いとされる今、市民がすべきことを広く、強くアピールする必要があります。 

・水道管の老朽化や災害等、見据えて取り組むべき喫緊の課題が多くあることを改めて知りまし

た。日々の取り組みに大変感謝いたします。 

・最近、災害が多く発生しています。災害対策が重要です。災害発生時に、迅速かつ的確な対応

ができるように「危機管理体制の充実」をよりいっそうがんばってほしいです。よろしくお願

いします。“安全でおいしい水の供給“も続けて、よろしくお願いします。 

・今回の資料を見せていただき、あらためて毎日ジャ口をひねれば出てくる水が、市の皆様の御

苦労のおかげである事をつくづく知り 災害時の対策、準備等々、近くの飲料水兼用型防火水

槽も今回知りました。モニターをさせていただき学習出来ました。 

【水道事業全般について】 

・普段、疑問に思うことさえない、水道事業に関する詳細が知られて勉強になります。ついつい

目先のことで、水道料金が安ければ、と思いがちでしたが、安全な水質を守るためには、ある



 

- 11 - 

程度の出費もやむを得ないのかなと思いました。 

・健全な水道事業の維持、発展のためにも財政的にマイナス収支にならないようにしてほしいと

思います。 

・資料を拝見して、はじめて知ることがとても多く、勉強になりました。身近でなくてはならな

い水道は、それを支える様々な事業、またそれに関わる方々のおかげで私達が不自由なく生活

で使用できていることを実感しました。災害時にはじめて気がつくことですが、その有り難さ

について、子供たちにも知る機会があればよいと感じました。 

・良質の水道水が多少の自然災害に拘わらず 市民に供給されることを願ってます。供給コスト

の水道料金への反映は已む得ないと思います。 

・広島市の水道事業について知らないことばかりで、意識のないまま水道を利用していました。

安全で安心して水道が利用できるのは、このように細やかに計画され、実行されているからだ

ということが分かりました。いつ起こるか分からない災害時の対応も、私たち市民が協力しな

がら行っていくことが大切なんだと思いました。 

・一般の人が知らないことが多すぎる。 

・今回モニターをするまで市の水道事業に全く関心がなかった。広島市の広報も市民に積極的に

水道事業を説明してこなかったのではないか？人口減少があらゆる面で問題化している。人口

転出日本一？の広島県人として大いに心配している。今後の水道事業の合理化に注視していき

たい。積極的に意識して行っているわけではないが、庭木への注水や洗車は極力減らしている。

これからは意識して水の使用を減らす努力を心掛けたい。 

・いつも美味しい水をありがとうございます。広島市は比較的水道代が安いのに、この資料のよ

うに対策や努力をしていることを学ぶことができてよかったです。 

・安全な水を日々不自由なく使えているのは、水道局員さんの業務のおかげであると感じました。

蛇口をひねると水がでるのは当たり前に思っていたが、感謝しなければと感じました。 

・水は私達の命や生活のためになくてはならない物です。でも、当たり前のように各家庭の水道

の蛇口から出てくるので、普段の生活の中でありがたみをあまり感じていません。もっともっ

と水道のことを知り、日々ありがたみを感じ、節水もして、災害対策もして、生活していきた

いと思います。 

【その他】 

・蛇口を開けっばなしなど、過失による過度な水道水の使用を検知し、水道料金の減額をするよ

うな仕組みがほしい。子供などはどうしてもそういうのがあるので。 

 

アンケートの調査結果について 

１ 給水装置（配水管分岐部分からじゃ口まで）について 

ここでは、家庭の水道設備である給水装置の維持管理等について認知度を調査しました。 

給水装置の維持管理に重要な止水栓の位置（メーターボックス内）を認知している方は、昨

年の７３％から７５％へ増加しました。一方、給水装置がお客さまの所有財産であることにつ

いては、昨年と同じ４０％、指定給水装置工事事業者制度については、昨年の５６％から６２％

へ増加しました。また、水道法による貯水槽水道の管理義務については、昨年の４４％に対し

３１％、小規模貯水槽水道の維持管理については昨年の２８％に対し１７％、計量法の有効期

限（８年）に基づくメーターの取替えについては昨年の４０％に対し３３％の認知度となりま

した。 
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２ 災害対策について 

ここでは、本市水道事業による災害対策について認知度を調査しました。 

飲料水兼用型耐震性防火水槽の設置について認知している方が３６％でした。このうち、５

８％の方が最寄りの設置場所を知らないという状況でした。本市水道事業としては、避難場

所等を給水拠点と位置づけ、飲料水兼用型耐震性防火水槽を整備しており、その存在と設置

場所について引き続き周知していく必要があります。 

また、耐震管の整備等を進めていることの認知度は３１％で、このような災害に対する取組

については、「水道料金が多少上がっても、積極的に進めるべき」が５０％、「水道料金が上

がらない範囲で進めるべき」が４７％でした。多くの方が災害対策の推進に一定の理解を示さ

れ、関心の高さがうかがえる結果でした。 

ご自宅で取り組まれている災害の備えは、「ボトル水等を保管する」と回答された方が７

５％と一番多く、次いで「風呂の残り湯を溜める」が３１％、「水道水を容器に保管する」が

１３％、「給水拠点を確認する」が８％と続き、「特にしていない」は１４％となっていま

す。ボトル水を保管しているとの答えが圧倒的に多く、市販のボトル水を購入し備蓄すること

が、もっとも身近な備えとなっている事がうかがえます。 

さらに、災害時の飲料水の確保について、大人一人の生命維持に必要な飲料水は、１日３リ

ットルと認知されている方が７３％でした。家庭での飲料水の備えについては、「家族全員分

を３日間分用意している」が１７％、「ある程度は用意している」が６３％で、あわせて８

０％の方が家庭内に飲料水の備蓄をしていました。昨年度の約８２％と比べ、飲料水の備蓄を

している方は減少しており、災害発生時に必要となる飲料水を特に用意していない方は２０％

となりました。大人一人の生命維持に必要な飲料水が１日３リットルと認知されている方が３

/４にとどまっていることからも、飲料水の備蓄に関してはいっそう広報していく必要があり

ます。 

３ 「広島市水道事業中期経営計画」について 

ここでは、「広島市水道事業中期経営計画」について認知度を調査しました。 

本市水道事業の事業方針である「広島市水道事業中期経営計画」の認知度は１４％、水道料

金収入が減少傾向にあることについては１５％の認知度でした。また、水道施設老朽化のため、

今後それらの多くが更新時期を迎えることについての認知度は４６％となり、昨年度の５５％

から減少しました。 

「広島市水道事業中期経営計画」のなかで関心があった項目については、「安全でおいしい水

の供給」が７１％、「災害対策の充実」が５４％、「水道施設の更新・改良」が５３％とこの３

つが他の項目に比べて多くなりました。昨年度に引き続き、この３項目が上位を占めているこ

とから、「安全でおいしい水の供給」を維持するために「水道施設の更新・改良」や「災害対策

の充実」が必要という意識を持たれている方が多いことがうかがえます。 

４ 安全でおいしい水の供給について 

ここでは、中期経営計画に掲げた主要施策の中から「安全でおいしい水の供給」について認

知度を調査しました。 

年度ごとに水質検査計画を策定し、お客さまのご意見をいただき、次年度の水質検査計画に

反映していることの認知度は２１％となり昨年の２８％から減少しました。 

「令和５年度水質検査計画」の中で関心があった項目は「水源と水道水の状況」が４９％と

最も多く、続いて「水質検査の基本方針」と「水質検査体制」が３９％、「定期の水質検査」が
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３８％となり、水源の状況や水質検査の実施内容、検査体制に対する関心の高さがうかがえま

した。 

 

 

アンケートでいただいたご質問と回答 

質問 回答 

自宅の水道水がおいしいと

は思えず、蛇口にフィルタ

をつけて飲用していますが

この辺りは改善する余地は

あるのでしょうか？各種定

期・定点検査では引っかか

らない美味しさや官能検査

的なものはないのでしょう

か？ 

広島市水道局では、常に厚生労働省で定めた水質基準に適合

するよう厳重な水質管理を行い、定期検査として、職員が毎

日「味・臭気」の官能検査も行っております。 

広島市の水道水は、厚生省（現：厚生労働省）がまとめた

「おいしい水の要件」をほぼ満たしていますが、消毒のため

の塩素臭が気になる場合に水道水をおいしく飲む方法とし

て、「容器のふたを開けたまま、水道水を 5分程煮沸し、冷や

して飲む。」という方法をご紹介しています。ただ注意点とし

て、水道水を煮沸することで塩素がなくなると細菌が繁殖し

やすくなりますので、なるべく早く飲むようにお願いしま

す。 

断水時、自家発電設備はど

れくらい稼働するのか？ガ

スタービンとあるがガス停

止時には即断水なのか？ 

自家発電設備は、停電後およそ２４時間以上稼働できるよう

燃料を備蓄しており、直ちに断水しないような措置を講じて

います。 

今後は、断水によるリスクをより軽減できるよう、更新にあ

わせ、燃料備蓄量を 48時間分に増量する、災害時に比較的入

手しやすい軽油を採用するといった対策を行っていきます。 

東北地震の際の断水の要因

は停電か、施設の被害か、

配管破損なのか、その割合

は？  

厚生労働省の報告では、東日本大震災で断水が発生した事業

体数は 264事業あり、断水戸数は 256.7万戸となっていま

す。このうち、停電による断水戸数は 76.3万戸（総断水戸数

の約 30％）と推計されています。その他の断水の要因として

は、ご質問に挙がっている地震動や液状化による構造物・管

路への被害のほか、広域水道の送水停止による受水事業体の

断水、津波による浸水被害、水源における塩水障害等があり

ます。これらの要因は複合的に生じたことから、被害の件数

がまとめられている一方で、要因別の断水の割合については

示されていません。 

※厚生労働省報告書

https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/houk

oku/suidou/130801-1.html 

https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/houkoku/suidou/130801-1.html
https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/houkoku/suidou/130801-1.html
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質問 回答 

断水は 3日でほぼ復旧する

のか？ 

断水が発生する要因や復旧を阻害する要因は様々であり、一

概に復旧期間を示すことはできませんが、近年の大規模地震

等被災時の状況としては、３日間でほぼ復旧するという事例

は少ないのが実情です。 

発災直後は人命の救助活動が最優先となることから、例え

ば、緊急車両等の通行の妨げとなる水道管の補修工事は行え

ない場合があります。 

このため、発災直後 3日は初期活動として、被害状況の把

握、応急給水活動による避難所や医療機関等への水供給の継

続、広域的な応援体制の確立を図り、その後、順次復旧を進

めていくことを目指していることから 3日分の飲料水の確保

を推奨しています。 

 


